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第3章

平均値の差の検定

　ここでは，実習ファイル「燃費向上剤サンプルデータ」を用いながら，Excel の分析ツー
ルにおける「平均値の差の検定（t 検定）」の使用方法を学びます。平均値の差の検定とは，
2 つの群（グループ）の間で平均値の差について統計的な検定を行うものです。平均値の差
の検定には大別 3 種類の分析があります。
　第一は「一対の標本による平均の検定」です。これは，2 つの群で標本が同じである状況
での平均値の差の検定方法です。たとえば同じ標本で投薬を受ける前と後で身体に関する特
定の数値に違いがあると統計的に言えるかどうかを検定する場合に用います。第二は「等分
散を仮定した 2 標本による検定」です。これは，2 つの群で分散が等しいと仮定できる場合
の，対ではない異なる標本間での平均値の差の検定方法です。第三は「分散が等しくないと
仮定した 2 標本による検定」です。これは，2 つの群で分散が等しいと仮定できない場合の，
対ではない異なる標本間での平均値の差の検定方法です。

3‐1　一対の標本による平均の検定

2 つの群で標本が同じであるという状況での平均値の差の検定方法です。

【実習】一対の標本による平均の検定
① 実習ファイル「燃費向上剤サンプルデータ」を開きます。この実習ファイルは燃費
向上剤を添加する前と後で，同じ機械の燃費性能の計測結果を示した，仮想的なデータ
です。一対の標本とは，このように同じ機械や同じ人間といった，同じ標本について異
なる時点，条件下でとられたデータの平均値に統計的に有意な差があるかどうかを検定
するものです。この検定を行うことで燃費向上剤の効果が統計的に有意に発揮されると
言えるか言えないか，つまり標本から母集団を推定し，燃費向上の効果がないという帰
無仮説（+130 ページ）を棄却できるかどうかを検定することができます。

3‐1　一対の標本による平均の検定
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② 「データ」タブの「データ分析」をクリックし，「t 検定：一対の標本による平均の検
定」を選択して「OK」ボタンをクリックします。
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③ 「t 検定：一対の標本による平均の検定」ダイアログボックスが表示されます。

④ 「入力元」グループには，変数 1 の入力範囲と変数 2 の入力範囲，仮説平均との差異，
ラベル，α（有意水準）を入力できます。「変数 1 の入力範囲」には燃費向上剤添加前
のデータを指定します。実習ファイルでは 45 件の標本すべてが含まれるように指定し
ます。「変数 2 の入力範囲」には燃費向上剤添加後のデータを指定します。
　実習ファイルの 1 列目には ID がふられています。これは標本のデータが同じ標本の
異なる時点，状態でのデータであることを明示しています。
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⑤ 「仮説平均との差異」には，2 つの変数の平均値の差がどの値であることを帰無仮説
とするかを指定します。ここでは「0」を入力します。

　これで，燃費向上剤を添加する前と後で燃費の平均値に差がないという帰無仮説を検
定することを指定したことになります。2 つの変数の間に，ある数値によって示される
差があることを帰無仮説とする場合にはその数値を入力します。

⑥ 「ラベル」のチェックボックスにチェックを入れます。データ入力範囲の 1 行目に変
数名が入力されていることを指定したことになります。「α」は t 値による統計的検定
を行う際の有意水準を示します。5％有意水準に設定する場合は 0.05，1％有意水準に
設定する場合は 0.01 を入力します。実習ファイルでは，0.05 を入力します。



第
３
章1

3
3
値
1
差
1
3
1

23

⑦ 出力オプションは新規ワークシートを指定します。
　出力結果が次の図です。燃費向上剤添加前と添加後の対応のある標本の燃費の平均値，
分散，観測数（標本数），ピアソンの相関係数を示しています。
　そのうえで，2 つの変数間で平均値の差が 0 であるという帰無仮説を自由度 44 で検
定しています。t 値は -5.99 で，片側検定の場合の t 値の境界値は 1.68 で，p 値 1 は
1.75E-07 です 2。両側検定の場合の t 値の境界値は 2.02 で，p 値は 3.51E-07 です。t 値
の絶対値が t 値の境界値の絶対値よりも大きく，p 値からみても p 値の値は 5％（0.05），
1％（0.01）よりも小さいことから，高い統計的有意性をもって 2 つの変数の平均値の
差が 0 とは言えないことを示しています。よって，この実習ファイルからは燃費向上
剤は統計的に有意に燃費を向上させると言えます。

3‐2　等分散を仮定した2標本による検定

2 つの群で分散が等しいと仮定できる場合の，対ではない異なる標本間での平均値の差の
検定方法です。

【実習】等分散を仮定した 2 標本による検定
① 実習ファイル「有効画素数サンプルデータ」を開きます。この実習ファイルはある
機械について A 社が市場に出している製品の有効画素数に関する仮想データです。A
社のデータと B 社のデータには対応はなく，標本数も異なります。

1 ｐ値は大文字でＰ値と書かれる場合もあります。
21.75E-07 とは 1.75 × 1/107 を意味します。

3‐2　等分散を仮定した2標本による検定3‐2　等分散を仮定した2標本による検定3‐2
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これらの 2 つの標本間で分散が等しいと仮定できるかどうかについての検定（F 検定）
を行います（+159 ページ）。これは，標本間で分散が等しい場合とそうではない場合
で，t 検定に用いる方法が異なるからです。

② 「データ」タブの「データ分析」をクリックし，「F 検定：2 標本を使った分散の検
定」を選択して「OK」ボタンをクリックします。




